
 

日本を元気にする会（元気会） 
３つの特徴 

記者会見資料（2015年 1月 20日） 

1. 直接民主型政治の仕組みを取り入れた、「割合投票」を行う日本初の政党 

日本を元気にする会（元気会）は、直接民主型政治の実現のために、インターネットなどを通じて現場からの様々な解決策、提案を

集め、会の政策や議会の質疑に盛り込み活用していく。従来の代議制の様な議員や党内、議会だけの議論は行わない。 

国民の関心の高い重要案件については、インターネット（ネット番組、HP、メルマガ…）や直接対話等を通じて直接、国民にその法

案、政策の詳しい内容、メリット、デメリット双方の側面を情報提供する。その上で国民から、賛否やあらゆる意見を収集する。元気会

は、幾多の国民からの意見、「集合知」に支えられた政党として、議会でその意思を明らかにする。 

個々の政策、法案には、プラス面とマイナス面がある。賛否が入り混じるパッケージ型の法案などもある。その場合、元気会は、「100 か

0 か」の一律の党議拘束による賛否を行わない。具体的には、個々の政策や法案の賛否について６：４や７：３など、「比率賛

否」に応じた割合投票を行う。 

2. 「提案型政党」をめざし、基本政策は「国民本位の優先順位」を設定する 

元気会は、反対ではなく提案をするという精神のもと提案型政党として、議会や委員会のすべての審議・質疑で必ず提案を盛り込む。

提案は、国民から寄せられた意見や情報なども積極的に取り入れる。どれだけの提案をそれぞれの議員や会全体が行ったか、常に評

価を行い発表する。 

これまで、第三極の政党が重視してきた「公務員改革」「行政改革」も確かに重要な分野であり、元気会としての政策の一つでもあ

る。しかし、その前に元気会は、国民と共にある政党として、基本政策は、「問題先送りできない分野（財政破綻、社会保障問題、

少子高齢化と人口問題など）」や「国民の関心の高い分野（経済の再生、多様なライフスタイルへの対応など）」などに高い優先順

位を置くべきと考える。 

元気会は、国民の声を聞きながら政治課題と基本政策を設定していく。これによって、国民の政治への関心は高まり、政治を身近なも

のとして感じるはずである。それゆえに基本政策は、未来を志向し、期待効果や実現性を加味し、国民と対話しながら、時代に合わせ

て都度選択されていくことになる。 

3. メンバーは「政治屋」「職業議員」ではなく、経済人と実務家で構成 

派閥や政党によって拘束を受け、再選や出世のために魂を売る政治屋はもういらない。本来政治家は、国民の代理人でなくてはなら

ない。議会に必要なのは、政治屋ではなく、国民に説明し、国民の声を聴き、国民の知恵を集め、そして国民と共に決断をする代理

人であるべきだ。国民に寄り添って、国民の課題を知り、その解決方法について考えることができる自立したプロフェッショナルが必要なの

だ。民間の世界で必死にやってきた経験があるからこそ、国民のための活動ができるのだ。 

だからこそ元気会のメンバーは、民間出身の経済人や実務家など、現場の感覚に近い現場の知恵を持つ者、たとえ政治家でなくても

この国や地域に貢献できる、手に職を持った気概を持ったメンバーで構成されている。 


